
　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
災
害
は
、
死
者
、
行
方
不
明
者

が
２
万
７
千
５
百
人（
３
月
30
日
現
在
）
を

超
え
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
人
々
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
合
は
、
３
月
14
日「
災
害
対
策
救
援
本

部
」
を
設
置
し
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
・
要

望
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

各
構
成
組
織
・
地
方
連
合
会
と
連
携
し
て
継

続
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
合
本
部
の
古
賀
会
長
は
、「
国

難
と
も
い
え
る
事
態
で
あ
る
今
こ
そ
、
連
帯

と
支
え
合
い
の
精
神
で
、
一
致
結
束
し
て

救
援
・
復
旧
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意

し
、
行
動
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。」

と
声
明
を
発
表
し
、
連
合
本
部
・
構
成
組
織
・

地
方
連
合
会
が
三
位
一
体
と
な
り
一
致
団

結
し
て
国
民
的
災
害
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
連
合
鳥
取
は
当
面
の

取
り
組
み
と
し
て
、
鳥
取
県
労
福
協
と

協
力
し
て
街
頭
救
援
カ
ン
パ
を
実
施
し

ま
し
た
。
３
月
23
日（
水
）
〜
25
日（
金
）

は
、
鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
の
各
駅
前
で
、
同

26
日（
土
）に
は
、
場
所
を
商
業
施
設
等
に

拡
大
し
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
西
部
地

協
に
お
い
て
は
、
時
間
帯
の
工
夫
や
広
範

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
30
万
円
を
超
え
る

カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
月
30
日

現
在
、
県
全
体
の
街
頭
救
援
カ
ン
パ
金
は

５
３
６
、８
２
６
円
と
な
り
、
改
め
て
ご
協

力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
救
援
金

は
、
連
合
本
部
を
通
じ
て
被
災
地
に
お
届

け
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
つ
い
て
は
連
合

本
部
で
準
備
を
進
め
、
３
月
31
日
に
構
成

組
織
等
か
ら
１
５
０
人
を
派
遣
し
、
被
災

し
た
す
べ
て
の
人
々
の
救
援
と
復
旧
に
向

け
た
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
当
面
、

向
こ
う
６
ケ
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
予
定

し
て
お
り
、
連
合
鳥
取
も
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

各
地
方
連
合
会
と
連
携
の
う
え
要
請
に
応

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
派

遣
方
針
が
決
定
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（2011.3.24 ／ＪＲ倉吉駅前）

　連合は、組合員とその家族の生命と財産を守るこ
とのみならず、労働運動の社会的使命として、被災者
救援と復旧・復興に全力をあげて取り組んでいきます。
　今こそ、仲間のみなさんとともに力を合わせこの難
局を乗り切りましょう。
　キャッチフレーズ「つながろうNIPPON」は、連合・
災害対策救援本部会議（2011.3.25）で決定されました。
　被災地との連携、連合の取り組みなどを掲載した
「 連 合救 援ニュース」（ 随 時更 新）は 連 合 のホーム
ページ ht t p://w w w.j t uc - rengo.or. jp/ よりどなた
でも閲覧いただけます。

（3.24 ／ＪＲ鳥取駅南口） （3.26 ／トリニティモール〈鳥取市〉） （3.26 ／エルモール一番街〈米子市〉）

—緊急救援カンパ—
東北地方太平洋沖地震

　

３
月
11
日
（
金
）
14
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2011年度予算と予算関連法案の早期成立についての県知事要請を実施

・調査対象組合　139 組合　　・登録組合　50 組合　　・要求未提出だが体系維持分を労使確認　6 組合
・賃金要求提出組合　   42 組合（平均方式 39 組合・個別Ａ方式 0 組合・個別Ｂ方式 3 組合）
・平均賃上げ方式／単純平均

組合数 組合員数 体系維持相当分 賃金改善 合計額 率

合計　 39 3,793 3,864 1,867 5,746 2.51
300 人以上　 25 2,648 4,227 2,533 6,266 2.56

299 人～ 100 人　 5     837 2,852 1,373 4,980 2,46
99 人以下　 9     308 3,693     929 4,663 2.38

従業員規模
区分

　毎年「春闘支援カンパ」に取り組んでいただいている公
務員関係労組から、民間の中小地場労組の春闘勝利に向け、
カンパ金 460,200 円が寄付されました。
 　3 月 24 日（ 木 ）、 自 治 労、 県 教 組、 国 公 総 連、 全 水
道、鳥取市立病院労組の代表者の方が連合鳥取を訪問され、
五十嵐会長に手渡されました。
　東北地方太平洋沖地震のため春闘が延期となっている産別
があるなど、今後の闘争が見えない状況ですが、このような
厳しい時だからこそ、官民一体となって取り組んでいきたいと
思います。ありがとうございました。公務員関係労組のみなさんと五十嵐会長

　2011 年度予算審議が重大な局面を迎えている３月 10 日（木）、五十嵐会長が平井鳥取県知事を訪問し、「2011 年
度予算と予算関連法案の早期成立についての要請」を行いました。
　この場で、五十嵐会長は「予算関連法案が年度内に成立しなければ
予算執行が滞り、国民生活やわが国経済社会が混乱するのは必至であ
る。地方においては、地方財政に直結する地方交付税法改正法案や
各市町村が支給業務を担う子ども手当法案の審議が先延ばしされると、
地方行政および地域住民の生活に直接的な悪影響が及ぶことは明らか
であり、そのような事態は何としても避ける必要がある。知事として政
府等に対して最大限の取り組みをお願いしたい。」と要請しました。
　これに対し、平井知事より「私も同じ考えであり、できる範囲で最大
限の取り組みを行う。」と回答をいただきました。 平井鳥取県知事へ要請書を手渡す五十嵐会長（右）

◇春闘支援カンパ

◇連合鳥取2011春季生活闘争・要求状況一覧表（2011.3.22現在）
■ 2011春季生活闘争特集■
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■出所：連合「賃金レポート2010」
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【企業規模別格差】

所定内賃金

（産業計＝100）

106.3
98.2 95.4

35歳標準労働者の賃金

106.5

94.8 95.6

平均一時金

124.9

94.5

71.1

退職金（学歴計）

122.4

95.7

84.1

■1,000人以上　　■100～999人　　■10～99人

春闘学習会資料〈連合白書より〉

（2）No.4 れ ん ご う 鳥 取 2011 年 4 月 1 日



連合が新たにめざす「働くことを軸とする安心社会」とは
連合は 2001 年 10 月 の第 7 回大会において「21 世紀を切り開く連合運動－ 21 世紀連合ビジョン－」をまとめ、

そのなかで労働運動が目指すべき社会のあり方として「労働を中心とした福祉型社会」を掲げました。そして 2010 年、
この社会像を継承、発展させたものとして、「働くことを軸とする安心社会」という考え方を打ち出しました。
「働くことを軸とする安心社会」は「働くこと」に最も重要な価値を置き、誰もが、公正な労働条件のもと、多様

な働き方を通じて社会に参加でき、社会的・経済的に自立し、相互に支え合い、自己実現に挑戦できるだけのセー
フティネットが組み込まれている参加型の社会です。絆やつながりが弱体化し、不安を抱えながら生きている人々に
対し、働くことに人々を結びつける 5 つ の「安心の橋」をセーフティネットとし、ディーセント ( 働きがいのある、人
間らしい ) な雇用が保障されることを社会の軸とすることで希望と安心の社会、自分らしく働き、みんなで支えあう
社会を確立しようというものです。

「働く」につながる「安心の橋」を架けよう。
「働くことを軸とする安心社会」を実現するには、何より働く機会が確保されなくてはなりません。

しかし、ここ最近では、失業率は 5％前後に高止まり、就職内定率も極めて低く、また働きたくても家庭
の事情で外に出られないなど、多くの人が立ちすくんでいる状況です。

さまざまな困難を取り除き、「働きたい！」という人々の思いを実現するには、「5 つの安心の橋」を架ける
必要があります。

◉教育と雇用の橋 
　＝ 働くために必要な学力を習得

する機会を保障する

◉家族と雇用の橋 
　＝ 介護や子育てのために就労を

あきらめている人を減らす

◉失業と雇用の橋 
　＝ 職業訓練などを充実させ、失

業してもやり直せる制 度を整
備する

◉退職と雇用の橋 
　＝ 定年後も、生涯現役を望む人

の就労を支援する制度を整備
する

◉働くかたちを自由にする橋 
　＝ 状況に応じ、正規・非正規な

どの働き方を柔軟に選べるよ
うにする

　そしてこれらの橋を架けるには、
職業訓練、子育て支援や介護サー
ビスなど公共サービスを充実させ
なければなりません。これには税
金が必要となりますが、その仕事
は単に公的機関のみが担うのでは
なく、ＮＰＯなど「新しい公共」と
呼ばれる民間の力を活用すること
が必要です。それが、私たちの考
える未来への投資につながります。

No.4（3）れ ん ご う 鳥 取2011 年 4 月 1 日



鳥取県知事選挙・鳥取県議会議員選挙とも

4月10日（日）まで
　　    毎日が投票日！

InformationInformation

「すべての働く者の連帯で、
　　働くことを軸とする安心社会と
　　　　自由で平和な社会をつくろう！」

「すべての働く者の連帯で、
　　働くことを軸とする安心社会と
　　　　自由で平和な社会をつくろう！」

◉日 時　2011年 ５月１日（日） 開会9時30分～
◉場 所　《中央大会》　鳥取市・千代川市民スポーツ広場

《中　　部》　倉吉市・飛天夢広場
《西　　部》　米子市・だんだん広場
   　（※西部は開始時間について検討中。別途、周知します。）

◇メーデー大会内容の変更について

◇エコ・クリーン活動について

3月11日の東北地方太平洋沖地震の甚大な被害に対する支援の一環として、
①開会前に黙祷を実施します。
②会場で支援カンパを実施します。
③例年実施しているイベント・デモ行進を自粛し、これらにかかる費用
　の一部を救援金として活用します。

①会場でのゴミの分別回収と分煙の徹底をお願いします。
②「使用済み割り箸」＆「エコキャップ」を回収します。
　当日、会場内に回収BOXを設置しますので、いずれもきれいに洗い、
　シール等ははがし乾かした状態でご持参ください。
　（連合鳥取事務局では通年的に取り組みを実施しています。）

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

　

連
合
は
労
働
安
全
衛
生
の
推
進
と

心
身
の
健
康
維
持
の
観
点
か
ら
、「
勤

務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
」
を
設

け
、
終
業
と
始
業
の
間
の
睡
眠
、
生

活
な
ど
の
生
活
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
▼
イ
ン

タ
ー
バ
ル
規
制
と
は
「
労
働
の
終
了

か
ら
次
の
労
働
の
開
始
ま
で
に
つ
い

て
、
一
定
時
間
の
休
息
付
与
を
義
務

付
け
る
規
制
」
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｅ

Ｕ
諸
国
に
お
い
て
は
１
９
９
３
年
に

制
定
さ
れ
、
長
時
間
労
働
の
抑
制

に
も
な
っ
て
い
る
▼
し
か
し
、
日

本
で
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

協
約
化
し
て
い
る
組
合
は
少
な
く
、

情
報
労
連
の
中
の
い
く
つ
か
の
組

合
が
協
定
の
締
結
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
の
４
月
に
改
正
労
働

基
準
法
が
施
行
さ
れ
、
長
時
間
労

働
抑
制
の
た
め
に
割
増
率
引
き
上

げ
が
実
施
さ
れ
た
が
、
労
働
時
間

を
直
接
規
制
す
る
こ
と
に
は
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
改
正
の
内
容
だ

け
で
は
充
分
だ
と
は
い
え
な
い
▼

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
と
生

活
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
健
康

で
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
充
実
し
た
労
働
環

境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
情
）

　

◇電機連合◇

　電機連合鳥取地域協議会は、組織数11組合で2,902名
の人員で構成されています。
　（内訳は東部7組合、中部3組合、西部1組合）
　主な活動として、労使で構成する「労使 懇 談 会」を年
に1回開催し、労使の情報交換の場としています。内容と
しては構成組織の工場見学とその時期に合わせた政策・制度関連の講演会を実施しています。
　連合の活動については、県連合に役員派遣をして、地協活動あるいは、青年委員会や女性委員会の活動等にも
積極的に参画しています。また、「政策・制度要求と提言」については、金属部門連絡会を通じて参画しています。
　産別内の行事では、毎年6月に構成組織の組合役員による「単組役員スポーツ交流会」を実施しています。ここ
数年はグラウンドゴルフやボーリングが主流となっています。また、競技終了後には懇親会を開催して、各組織との
交流を図っています。

ボーリング大会〈2010年6月〉

産別・単組
活動紹介

第17回統一地方選挙特集

（4）No.4 れ ん ご う 鳥 取 2011 年 4 月 1 日


